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デジタルリテラシーがなぜ必要か？

いま、私たちが働くあらゆる場面で様々なかたちでデジタル技術が広がってきて

います。

コンピュータを操作して資料作成やデータ管理等を行うだけでなく、一見すると、

デジタル技術と関係がないような業務にまで、デジタル技術が活用されるようにな

り、仕事が格段に効率化されるようになりました。

これからは、どんな職業でもデジタル技術なしで仕事をすることが考えられなく

なってきています。

そのような中、「デジタルリテラシー」を身に付けることが重要になっています。

それでは、この「デジタルリテラシー」とはどのようなものでしょうか。
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デジタルリテラシーとは何か？

• デジタルリテラシーとは、活用されているデジタル技術に関する知識があること、デジタル

技術を活用する方法を知っていることであり、“デジタルを作る人” のみならず “デジタ

ルを使う人” にも知っておいていただきたいものになります。

• さらに、どんな職業でもデジタル技術なしで仕事をすることが考えられなくなってきている

中、デジタルリテラシーは、特に働く方の全てに必要なものです。

• 一般的にデジタル人材としてイメージする新たなデジタルツールの開発に必要な高度なプロ

グラミングスキルなどを対象とするようなものではありません。

デジタルリテラシーはデジタルを使う人にも、特に働く方の全てに必要なもの

冒頭、どんな職業でもデジタル技術なしで仕事をすることが考えられなくなってきているとご説
明しましたが、実際に働く場ではどのようなデジタル技術が活用されているのでしょうか。
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• 顧客管理システムによる顧客データ、売上データ等の管理

• 気象条件や売上実績等からＡＩによる発注数の自動算出

• ホームページ、SNS、YouTubeなどを活用した広報

営業・販売・事務分野

• タブレットによる一連の業務実績や患者のバイタルデータの記録

• 見守りセンサー付きのベッドマットレスの導入

介護・医療・福祉分野

• IoTを活用した温度管理等による農作物栽培

• ドローンを使った農薬・肥料の散布

農業分野

• 予約管理システムによるホテルや航空券のオンライン予約

• モバイル観光案内アプリによる観光地情報の発信

旅行・観光分野

• 受注内容に応じた工程入力による納期の設定

• 生産・販売管理システムによる受注から売上までの進捗管理

製造分野

• 予約システム、顧客カルテの電子化

• スマートミラーによる髪型のシュミレーション

理容・美容関連分野

• 配送管理システムによる配送ルートの最適化や商品の追跡

• フリート管理システムによる車両の位置情報や燃料消費量の確認

輸送サービス分野

以下のとおり、分野を問わず働く場に様々なデジタル技術の活用が広がっています。

働く場に広がるデジタル技術

• オンライン注文やデリバリーサービス

• 在庫管理システムによる食材や調味料の在庫管理

調理分野

• レセプトコンピュータによる診療報酬明細書作成

• 電子カルテによる患者情報の管理

医療事務分野

• CAD を使用した設計図面の作成

• ドローンを活用した三次元測量

建設関連分野

• ICT ハーベスタによる原木数量情報の検知

• ドローン画像やGNSS（全地球航法衛星システム）を用いた面積測量

林業分野

• 防犯カメラによるモニタリング

• スマートセンサーを活用した警備

警備・保安分野

どこでもデジタルが
使われているんだね

これ以外にも働く場での活用事例は日々増え続けており、デジタルリテラシーを身に付けることが重要に
なっています。
それでは、デジタルリテラシーを身に付けるとは、どのようなことを身に付ければいいのでしょうか。



具体的に何を身に付ければいいのか？
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• まずは、活用されているデジタル技術に関する知識があることです。

• 先ほどご紹介したように、様々な可能性があり柔軟性に富むデジタル技術の活用事例は、働く場においても日々増え続け

ています。

• 新たに生まれるデジタル活用事例を知っておくことで、自分の身の回りでどのように活用できるかを考えるインプットに

なります。

• 就職を希望する分野でのデジタル技術の具体的な活用事例を知っておくことが有効です。

①活用されているデジタル技術に関する知識があること

• 次に、デジタル技術を活用する方法を知っていることです。

• デジタル技術の活用アイデアは、働く場の環境に応じて千差万別であり、自分に合った使い方を考えることが大事です。

• さらに、実際に使ってみれば、活用アイデアが広がります。

• 就職を希望する分野で活用されているデジタルツールやその使用方法を知っておくことが有効です。

②デジタル技術を活用する方法を知っていること

冒頭でデジタルリテラシーとは、①活用されているデジタル技術に関する知識があること、②デジタル技術を活

用する方法を知っていることとご説明しましたが、それぞれ以下のことを身に付けることが有効です。

この分野では

こんな業務も

デジタル化

されているのか

このツールは
こういう便利な
使い方が
できるのね

それでは、デジタルリテラシーを身に付けることでどのような効果が期待できるのでしょうか。



デジタルリテラシー習得の効果は？

✔ 働く場でのデジタル変化を不安なく自分事と捉えられるようになる

✔ デジタル活用のアイデア出しができるようになる

５

実際にデジタルリテラシーを身に付けることで働く場においては以下のような効果が期待できます。

• これから働く場においても、多かれ少なかれデジタルによる変化は訪れるでしょう。

• デジタル技術に関する知識を身に付け、その変化を正しく理解できていれば、不安なく自分事と

捉えられ、前向きに取り組むことができるようになります。

• また、デジタル技術に関する知識や使用方法の習得によって、働く場において、業務をより良

くするデジタル活用のアイデアに気付ける方も出てくるでしょう。

• 働く場の一人ひとりの多様な環境や組織の状況に合わせて、柔軟にデジタルを活用できる機会

が増えていきます。

以前に学んだことがあ
る○○システムが私の
職場でも導入されるみ
たい。業務の効率化が
期待できそう。

私の職場のこの業務、
○○ツールを使ってよ
り効果的にできるん
じゃないか？

～デジタルリテラシーを身に付け、今後皆様が働く場でも是非お役立てください～



【参考】デジタルリテラシーがなぜ今必要なのか？（解説動画）

ここまでの内容は、デジタルリテラシー協議会（Di-Lite）のHPにある以下の動画コンテンツを参考に作成し

ています。こちらも動画も是非ご覧ください。

デジタルリテラシー協議会HP

https://www.dilite.jp/

動画視聴はこちらにアクセス

６

https://www.dilite.jp/
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• DXを実現するには、働く方一人ひとりがDXの素養を持っている状態、すなわちDXに理解・関心を持ち自分事としてとらえて

いる状態を実現することが不可欠です。さらに、実際に企業がDX戦略を推進するには、関連する専門性をもった人材が活躍

することが重要となります。このDX推進における人材の重要性を踏まえ、個人の学習や企業の人材確保・育成の指針として、

経済産業省と独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が「デジタルスキル標準（DSS）」を策定しました。

• デジタルスキル標準は「DXリテラシー標準」と「DX推進スキル標準」の2つの標準で構成、前者はすべての働く方に向けた指

針及びそれに応じた学習項目例を定義し、後者は DXを推進する人材の役割（ロール）及び必要なスキルを定義していま

す。

• デジタルスキル標準で対象とする人材は、デジタル技術を活用して競争力を向上させる企業等に所属する人材を想定してお

り、このうち、「DXリテラシー標準」は全ての働く方を対象としています。

ＤＸリテラシー標準とは？

• DXリテラシー標準に沿って学ぶことで、世の中で起きているDXや最新の技術へのアンテナを広げることができます。アンテナを

広げることで、 DXリテラシー標準の内容を身につけることにとどまらず、日々生まれている新たな関連項目・キーワードにも興

味を向けることができます。

• DXリテラシー標準の内容を起点として、日々生まれる新たな技術・言葉（バズワードと呼ばれるものも含め）の内容や意味

を自ら調べる姿勢が求められます。

DXリテラシー標準に沿った学びによる効果（個人）

https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/index.htmlデジタルスキル標準についてはこちらにアクセス

出典：DXリテラシー標準ver1.1 経済産業省・情報処理推進機構

デジタルリテラシーを効果的に身に付けるために是非ご覧ください。

【参考】ＤＸリテラシー標準について



【参考】デジタル人材育成プラットフォーム“マナビDX”の使い方

• マナビDX（デラックス）は、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が運営するデジタルスキ

ルを身に付ける講座を紹介するポータルサイトです。

• 経済産業省・IPAの掲載基準を満たしたデジタルスキルを学ぶ講座を探すことができます。デ

ジタルリテラシーについてわかりやすく解説した講座もあります。

• これまでご紹介したデジタルリテラシーをさらに広く学ぶために是非ご覧ください。

マナビDXとは？

マナビＤＸサイト
※スマートフォンでもご覧いただけます。

①トップページ上部の

「講座一覧」をクリックします。

クリックすると次ページの講座

検索画面に移ります。

デジタルリテラシー関係講座の探し方の例

https://manabi-dx.ipa.go.jp/

マナビDX 🔎検索

※この画像はパソコンからアクセスした時のものです。 ８



【参考】デジタル人材育成プラットフォーム“マナビDX”の使い方

※この画像はパソコンからアクセスした時のものです。

② 講座レベルで、「レベル１（リテラ

シー）」をチェックします。

③ 無料講座を探す場合は、「無料」を選

択します。

④ 「絞り込む」をクリックすると、検

索結果に一致する講座が表示されます。

⑤ ご自身の関心に合う講座を探してみて

ください。

９



⚫ 情報処理技術者試験は国内最大級の国家試験（年59万人応募）、R4FY合格者20.2万人（ITパスポート11.9万、他8.3万）

⚫ ITパスポート試験は、職業人誰もが備えておくべデジタルに関する基礎的知識を測るもの。CBT方式により年間通して実施。

⚫ 近年、応募者数は急増中。中でも、DX推進のための社員のリテラシー向上を背景に、特に、非IT系企業において応募者数
が急増。中でも金融・保険業においてその傾向が顕著。

【参考】 I Tパスポート試験（デジタルリテラシー習得）について

試験区分

https://www3.jitec.ipa.go.jp/JitesCbt/index.html

ITパスポート試験の詳細は
こちらにアクセス
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146,971

244,254
253,159

2018 2019 2020 2021 2022

① 直近5年間応募者数推移

32,684

151,615

31,483

8,687 11,434

IT系企業 非IT系企業 大学 専門学校 高校

非IT系企業
前年度比119.9％

② 勤務先別応募者数推移

82,882

17,154
12,861 9,383 7,332

金融・保険業等 製造業 サービス業 卸売・小売業等 官公庁等

金融・保険業等
前年度比139.2％

③ 非IT系上位5業種応募者数推移
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【参考】すべてのビジネスパーソンが持つべきデジタル時代の共通リテラ
シー領域「Di - L i t e」について、「DX推進パスポート」について

• 「Di-Lite」とは、全てのビジネスパーソンが「デジタルを使う人

材」であるために、デジタルリテラシー協議会が定義する、共通

して身につけるべきデジタルリテラシー範囲です。

• 「Di-Lite」は現在「IT・ソフトウェア領域」「数理・データサイ

エンス領域」「AI・ディープラーニング領域」の3領域として定

義され、その学習すべき範囲として「ITパスポート試験」「デー

タサイエンティスト検定」「G検定」の３つの試験のシラバス範

囲が推奨されています。

「D i - L i t e」とは？

デジタルリテラシー協議会HP
https://www.dilite.jp/
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• デジタルリテラシー協議会では、「ITパスポート試験」、「デー

タサイエンティスト検定 リテラシーレベル」、「G検定」の3試

験の合格数に応じた3種類のデジタルバッジを発行 。（2024年2

月開始）

• 3試験のうちいずれか1種類の合格者には「DX推進パスポート1」、

いずれか2種類に合格すると「DX推進パスポート2」、3つ全てに

合格すると「DX推進パスポート3」のデジタルバッジを発行しま

す。

「DX推進パスポート」とは？

https://www.dilite.jp/

